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物理学基礎論B  .平成2■ 年度 後期試験  (本 2担当 早田)

(1)ベクトル場A=(一 y,・ ,一z)の回転と発散を計算せよ。

.(2)ベクトル場A=(響 +z、γ
2,z2)の曲線σ:鬱 (1)=(`,1,2:),0≦ ι≦1上の線積分
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(3)マ ックスウエル方程式
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のそれぞれの物理的意味を表すものとして適当なものを以下から選び、記号で答え

よ=ただし、複数の記号が答えとなる場合がある. 
・

■載荷が存在 しない

磁場の時間変iヒが電場を生み出す

電荷が電場を生み出す

電流が磁場を生み出す

電場の時間変化が磁場を生み出す

電荷の時間変化が電流を生み出す

電荷が存在しない

電荷が保存する ・

電流が電場を生み出す
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(4)上のマックスウ三ル方程式の物理的意味を考え、電磁波が存在する理由を、電磁
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免臨 鱚 鱚 薮 薦仁(5)マ ックスウェルの方程式から電荷の保存則
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